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【手続補正書】
【提出日】令和3年1月21日(2021.1.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現在変換ブロック内の基準係数の位置を復号化するステップと、
　前記基準係数の位置に基づいて符号化パラメータの確率情報を誘導するステップと、
　前記誘導された確率情報を用いて前記符号化パラメータを復号化するステップとを含む
画像の復号化方法。
【請求項２】
　前記現在変換ブロックは、第１領域及び第２領域に分割され、
　前記符号化パラメータの確率情報は、前記基準係数がどの領域に存在するかに基づいて
決定されることを特徴とする請求項１に記載の画像の復号化方法。
【請求項３】
　前記基準係数は、前記現在変換ブロック内の係数の逆スキャン順における最初の０では
ない係数であることを特徴とする請求項１に記載の画像の復号化方法。
【請求項４】
　前記符号化パラメータは、前記係数が０であるか否かを示す情報、または前記係数の絶
対値が１よりも大きい値であるか否かを示す情報のいずれか一つであることを特徴とする
請求項１に記載の画像の復号化方法。
【請求項５】
　現在変換ブロック内の基準係数の位置を符号化するステップと、
　前記基準係数の位置に基づいて符号化パラメータの確率情報を誘導するステップと、
　前記誘導された確率情報を用いて前記符号化パラメータを符号化するステップとを含む
画像の符号化方法。
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【請求項６】
　符号化方法によって発生したビットストリームを格納する、コンピュータが読み取り可
能な非一時的媒体であって、前記方法は、
　現在変換ブロック内の基準係数の位置を符号化するステップと、
　前記基準係数の位置に基づいて符号化パラメータの確率情報を誘導するステップと、
　前記誘導された確率情報を用いて前記符号化パラメータを符号化するステップとを含む
コンピュータが読み取り可能な非一時的媒体。
【請求項７】
　ビットストリームから算術符号化された変換係数情報を得るステップと、
　変換ブロック内での変換係数の位置に基づいて、前記算術符号化された変換係数情報の
確率情報を決定するステップと、
　前記確率情報を用いて、前記算術符号化された変換係数情報を復号化するステップとを
含む画像の復号化方法。
【請求項８】
　前記確率情報を決定するステップは、複数の領域に区分される変換ブロック内で、前記
変換係数がどの領域に位置するかに基づいて、前記算術符号化された変換係数情報の前記
確率情報を決定するステップを含むことを特徴とする請求項７に記載の画像の復号化方法
。
【請求項９】
　前記変換ブロック内の前記複数の領域は、前記変換ブロックのＤＣ位置に基づいて区分
されることを特徴とする請求項８に記載の画像の復号化方法。
【請求項１０】
　前記変換ブロック内の前記複数の領域は、前記変換ブロックの左上側コーナーからの距
離に従って分類されることを特徴とする請求項８に記載の画像の復号化方法。
【請求項１１】
　前記算術符号化された変換係数情報は、０ではない係数情報と、前記変換係数のＮ超過
係数情報の少なくとも一つを含むことを特徴とする請求項７に記載の画像の復号化方法。
【請求項１２】
　ビットストリームから算術符号化された変換係数情報を得るステップと、
　複数の隣接する変換係数情報に基づいて、前記算術符号化された変換係数情報の確率情
報を決定するステップと、
　前記確率情報を用いて、前記算術符号化された変換係数情報を復号化するステップとを
含む画像の復号化方法。
【請求項１３】
　前記確率情報を決定するステップは、１の値を有する隣接する変換係数情報の数に基づ
いて、前記変換係数情報の前記確率情報を決定するステップを含むことを特徴とする請求
項１２に記載の画像の復号化方法。
【請求項１４】
　前記隣接する変換係数情報は、所定の隣接領域内の変換係数の情報であり、
　前記所定の隣接領域は、前記現在変換係数の位置（ｘ、ｙ）に基づいて、第１の左側の
領域（ｘ＋１、ｙ）、第２の左側の領域（ｘ＋２、ｙ）、第１の下側の領域（ｘ、ｙ＋１
）、第２の下側の領域（ｘ、ｙ＋２）、及び左下側の領域（ｘ＋１、ｙ＋１）を含むこと
を特徴とする請求項１２に記載の画像の復号化方法。
【請求項１５】
　前記算術符号化された変換係数情報は、０ではない係数情報と、前記変換係数のＮ超過
係数情報の少なくとも一つを含むことを特徴とする請求項１２に記載の画像の復号化方法
。
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